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* 且ノ娠あた りの暗闇20分

(発表時間且5分+質疑応答3分+2分交代)
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開会 の挨拶 且3:00-且3:且0 尾池 和束 (京都大学総凝)

基 調 報 告 且3:息0-且4:10

｢相互研修型肝EBの組織化｣(特亀臨㌘成果報告)

田中 毎実 (京都大学高等教育研究開発推進センタ-濠)

シンポジウム 且4:25-且7:00

｢相互研修型野Dの組織骨転をめぐって｣ (特色 G㌘評価シンポジウム)

且4:30- 評価 コメン ト且 桶川 正苫 (国際基督教兼学元学長 ◎名誉教授)

評価 コメン ト2 天野 郁菜 (栗東東学 ⑳名誉教授)

評価 コメン ト3 関内 隆 (東北大学高等教育開発推進センタ-高等教育開発部長◎教授)

評価 コメン ト4 山内 正平 (千葉大学国際教育センタ-義/普遍教育センタ-◎教授)

且6:00-且7:00 全体討論

会

二 二十∴ 了∵.

東塔 雄健 (京都大学高等教育研究開発推進センタ-⑳教授)

松下 佳代 (京都大学高等教蘭研究開発推進センタ-◎教授)
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9:00-9:20 個人発表①

9:20-9:40 個人発表②

9:40-且0:00 個人発表③

且0:00-10:20 個人発表④

且0:20-10:45 全体討論

* 且入あたりの時間20分

(発表時間且5分+質疑応答3分+2分交代)
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第 1 日 ( 3 月 2 6 日

座 最 : 牧 野 治 敏 監会場 :英3帽還

eBS分析を別掲した授 業 の 冨劉 面 と 改 善 ( 巧 ) - 授 業 種 別 elとのeS労析結果将と監較-

商 学｡中西長文 (三 重 大 学 教 育 学 部 )

GS分析を利潤』た授業◎評価と改善 (2)-635分析結果畳ま教異にだう受け取られる由ヽ?-

中西長文 ｡商 学 (三重大学教育学部)

授業改善に向けた授業Ij:''''l:弓~･一.t･卜の這潤

安野舞子 (創価大学教育 ◎学習活動支援センター)

者ぬ三才St呆形式型導A教育の再編成とその評価

尾滞垂知 ◎牧野治敏 (大分大学高等教育開発センター)o西村菩博 (大分大学経済学部)

塵最 :鈴木莞埋草

教員養成塾PBL教育◎課 題 と展 望 Ⅲ 仲学 生 の 省 察と eSS分析◎比 較 を 通 』 雷 -

根津知佳子 ◎森脇健夫 ｡松 本 金 欠 (三重大学教育学部)

アメu力の若手教育者 ｡研究者養成制度◎現状と課題-日米比較の視点あちら-

吉良 直 (日本教育大学院大学卜 北野秋男 (日本大学)

F優等学生｣の特別措置と類型､および F優等学院｣に対する教育学部生の意識

北垣郁雄 ｡李 東林 ⑳藤井宣彰 (広島大学高等教育研究開発センター)

卒業研究プE3ジ王夕睦の題も堕お嬢 堕-ある初任教師のテラテイヴ-

鈴木薬理子 (滋賀大学卜 木下裕也 (高島市立今津東小学校)

3

座最 :堀 哲未

ヒ 素 塙 : 圭 封 =-L.;l

K会場 二菩鮎 墨｣_._jl

FD研究 :授業分析における F授業場面｣の重要性に∋』馬首-授業を ｢解堕易乾草直Ljする｣よ習大事窺岩と-

日下和信 (大阪キリス ト教短期大学)

貿易取引シミニユL!-.Iy'j'ヨ:.Jを活用し}た授業

西 道彦 (長崎県立大学経済学部)

ES9- 匹を活潤した継続的な授業改善の試み

小川 勤 (山口大学大学教育機構大学教育センター)

学習履歴を中心にした授業改善に関する研究

堀 哲夫 (山梨大学教育人間科学部)

--3401-



座最 :木野 茂 監会 場:共BO2ヨ

映画を開いた授業における英文 EssayW涌 ngプロジェクト

西村月満 (北里大学一般教育部)

英語教育を通しての人格教育一入生をテ-∇にじたり-ディング授業についての-考察一

軍壷貴之 (愛知産業大学造形学部)

学部教育におけるアカデミック ｡ライ テ ィン9t講義の基礎研究

古内潤一 (京都大学大学院経済学研究科)

蔓CTの活周を成績評価に反映させる試み

木野 茂 (立命館大学大学教育開発 ｡支援センター)

座長 :紺野卓二 ≡会場 :共207LL〕

大規模私立大学における授業支援の組織運営と学生を活潤した効果

遠海友紀 ｡岩崎千晶 (関西大学大学院総合情報学研究科卜

村上正行 (京都外国語大学マルチメディア教育研究センター)

学生の学びに根ざLjた 『D-理学療法教育にお宅サる OSCEuプLiタション法と和 実践一

平山朋子 (藍野大学医療保健学部)｡松下佳代 (京都大学高等教育研究開発推進センター)

学生参画型 FDイ璃ント｢あったらし馬齢な !こんな授業｣の開催

吉田雅章 (和歌山大学経済学部)

6年間にわたる全学的なFD 推 進 プ 鑓 グ ラ ムから見え首きたこと

川野 単 二 ｡神 藤 貴 昭 ｡ 宮 田 政 徳 ｡ 曾 田 絃 二 (徳島大学大学開放実践センター)

座最 :槻葉蔑- 監会場:共 BO凋

遠隔教育 e-Leam膏ng環境における ｢場｣の創造一期のモ- ド論ぬ鳥ら 丘̀ム-ド諭"代の展開一
河又貴洋 (県立長崎シーボル ト大学国際情報学部)

個別学習と協調学習の共存を実現する会計学習支援システムの開発

林 俊邦 ｡福田 宏 ｡上野雄史 (静岡県立大学経営情報学部/大学院経営情報学研究科卜

小津稚知子 (九州大学大学院経済学研究院)

共通教育科目 r70E毒C準備｣向けvyebオンライン自習教材

岡田耕一 (山口大学大学教育センター)｡宮崎充保 (山口大学国際センター)

オンライン学習者のためのオンラインによる才uエンテ-ション科目の実施

松葉龍一 ◎高橋 幸 ｡根本浮子 ｡北村士朗 ｡喜多敏博 ｡中野裕司 ｡鈴木克明

(熊本大学大学院社会文化科学研究科)

-34-i-
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梓BするÅ｣と F-般教員｣の闘い関係と書誌? --8---｡｡---｡｡｡-｡------ 監会場 :英20冒比ヨ

神藤 貴昭 (徳島大学大学開放実践センター ◎准教授)

監司会ヨ田口 美奈 (メディア教育開発センター ◎准教授)

学校化する尭学習◎ 協̀ 同学習"のすすめ ---｡---------∴----｡---監会場 :薬3m選

開田 一彦 (創価大学教育学部 ◎教授/教育 ｡学習活'動支援センタ-義)

監司会ヨ浦上 慎一 (京都大学高等教育研究開発推進センター ｡准教授)

医療系教育にお畳まるFDの展開 -------｡-----｡-------------監会場:英208は ヨ

平出 敦 (京都大学大学院医学研究科/医学教育推進センター ◎教授)

監司会ヨ松下 佳代 (京都大学高等教育研究開発推進センター ｡教授)

自学白習の伝統とライ テ ィング教育の試み--------------｡------- 監会場 :共313慧

竹滞 祐丈 (京都大学大学院経済学研究科 ｡准教授)

監司会ヨ小山田新二 (京都大学高等教育研究開発推進センター ◎教授)

-I.342--



開 会⑳挨拶 謂鋸 田◎-確認:摺◎

尾池 和夫 (京都大学総長)

基 調 報 告 謂鋸 謂◎-謂轟:謂◎

｢相 互研修型FDの組織化｣(特色 GP成果報告)

田 中 毎実 (京都大学高等教育研究開発推進センター長)

=:iJ/:./7貫き?:ジ 〇五 【摘:芸5-.･17:SFil

｢相 互研修 型 FD の組織化をめぐって｣(特色GP評価シンポジウム)

京都大学高等教育研究開発推進センタ-のプロジェクト (｢相互研修型 FDの組織化による教

育改善｣)は､平成 且6年度に文部科学省の ｢特色ある大学教育支援プログラム｣(いわゆる ｢特

色 GP｣)に採択され､今年度､最終年度を迎えることになりました｡この間､大学院設置基準､

大学設置基準でFDが法制的に義務化されたこともあって､私たちのプロジェク トを含むさまざまなFDプロ

ジェクトに対して､熱い視線が送られることになりました｡

私たちのプロジェクトでは､ごく普通の大学教員が日常的に繰り返している教育改善の組織化を､めざして

きました｡最初の年度は､京大内で最大の学生集団を抱える工学部 ｡工学研究科のFDを支え､そこから学ぶ

ことからはじめ､次年度以降では､工学部との連携を実質化するとともに､さらに､同僚性を生かした相互研

修の輪を､1)京大のFD研究検討委員会の組織化によって学内全体に広げ､2)関西地区FD連絡協議会の組

織化によって関西地区全体に広げ､3)大学教育研究フォーラムを充実させ大学教育学会など関連学会と連携

することによって全国に広げ､4)欧米やアジアの国々の関係者との連携を結ぶことによって国際レベルにも

広げつつあります｡こうして私たちは､｢相互研修型 Fnの組織化｣を学内レベル､地域 レベル､全国レベル､

国際レベルへと拡大し､センターをFD組織化拠点へと形成するべく努めてきました｡このうち､特色 GPの

支援による直接の成果は1)ですが､それは､1)～4)からなる ｢相互研修型 FDの組織化｣の全体構造の中に

位置づけられて､いっそう意味を明確にします｡

ところで､相互研修型 Fmの同僚怪 ｡相互性は､とかく組織化によって傷つけられがちです し､逆に､Fm

の組織化は､.同僚性 ｡相互性の重視によって妨げられがちです｡｢相互研修型 FDの組織化｣という課題は､

うちに矛盾を抱えているのです｡しかしFDへの関心が普遍的に強められれば強められるほど､FDの組織化

は､もっぱらどこでもやれそうで擬似普遍的な< トソプダウンでリニアな工学的経営学的なやり方>でなされ

がちです｡このやり方が､現場のごく普通の教員たちの日常的教育改善の努力を窒息させがちであるのは､よ

く知られた事実です｡相互研修型 FDの組織化の達成如何は､私たちにとって重大な関心事であるほかはない

のです｡

本基調報告では､この私たちのプロジェク トについて報告し､これに引き続くシンポジウムで､会場の皆さ

んとともにこのプロジェク トについてその成否や当否などを考えてみたいと思います｡

14:30- 評価コメント且

桶川 正吉 (国際基督教大学元学長 ｡名誉教授)

評価コメント2

天野 郁夫 (東京大学 ｡名誉教授)

評価コメント3

関内 隆 (東北大学高等教育開発推進センター高等教育開発部長 ｡教授)

評価コメント4

山内 正平 (千葉大学国際教育センター長/普遍教育センター ｡教授)

16:00-17:･00 全体討論

司会 :大塚 雄惟 (京都大学高等教育研究開発推進センター ｡教授)

松下 佳代 (京都大学高等教育研究開発推進センター ｡教授)

-3.4-3-



第 2 日 (3月 27日 )

魔最:滞日窓車 臣童.:壕:上:::i'…吊

I:BTtlメ畑中;T:3洋二享tTj機能にコミ言tt'Itの傾討

林しずえ (同志社大学大学院社会学研究科)

専門職高等教育◎質的保証-医療系高等教育者∈お宅きる91日-1琶飽化馬の対応一

稲葉めぐみ (東京大学大学院教育学研究科)

学生碍自記学習評価と』雷の総括的授業評価◎活済-学生◎心理特性との関連を含め雷-

浮田忠幸 (愛媛県立医療技術大学保健科学部)

鷹最:鈴木宏昭 臣毒葛 :其3璃

L::-;･-:lt十べ-‥卜と相.L=Fjin.評価■刊ノ丁首-トs:;):.:贋 登陶,iL_:AL(:㌣Tc.､とお

茅島路子 ◎河野哲也 ◎国見保夫 (玉川大学文学部)

数学力低華は数学教育力低華が原因

船倉武夫 (千葉科学大学危機管理学部)

ドモEUe由仁洲 蒲軌によるu･荘II-1守･t>L･Tライ-:Ii.I-Z守こ､宰:lt::享1.キ抽L',i::?献上.

白石藍子 (青山学院大学大学院文学研究科)◎鈴木宏昭｡小田光宏 ◎

杉谷祐美子 (青山学院大学文学部卜 長田尚子 (青山学院大学大学院文学研究科)

覇卑:･決生.蜜対義ミミ上音 L;,･荘tバ-Jゴ-T'ゴ㍉工J芋教育と [:i:削増 卦きし闇 -弓で∵漉授業鍬豆潮横討:･i;-:適い:~-

杉谷祐美子 ｡鈴木宏昭｡小田光宏 (青山学院大学文学部卜 長田尚子 ◎

/3.､林至道 (青山学院大学大学院文学研究科)

座最 :田地野彰 E.会場 :共2lJ;Fu_Js

教師と学生の主体的参蓋日量∈よる授業改善-15年間の総括と展望一

伊藤秀子 ((級)メディア教育開発センタ-研究開発部)

文責表現教育!'､､朝 日･.…･.il-:I:･主:/ヴ 亘持こL喜.I,1･::..J--A-1･･(.?:)導∴--医学部耕年説教寓に請ける改革暴-.A

三原祥子 (東京女子医科大学医学部卜 松本 茂 (立教大学経営学部)

国際社会習通済する自記表現力の育成看岩岡葺き首一英国署∈お捗る自記表現力育成を参考g∈-

羽井佐昭彦 (相模女子大学卜 村田久美子 (早稲田大学上 田池野彰 (京都大学卜

寺内 - (高千穂大学)

-344-
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座長 :寺西和子 監会場 :共BOlヨ

学生を講義に参加させる授業作りの=真一思考実験の活用-

池田幸夫 (山口大学教育学部)

学生が主体的に取り組む映像制作実習のデザインーか学校向葺き英語映像教材の制作一

岩崎千晶 (関西大学大学院総合情報学研究科)｡

村上正行 (京都外国語大学マルチメディア教育研究センター)｡久保田賢一 (関西大学総合情報学部)

初度導入ゼミにおける ｢学生ポ-トフォリオ｣の作成とその効果一焦点化ポ-トフォリオの作成を通して

寺西和子 (千里金蘭大学生活科学部)

ユニiil-サルアクセス段階におgj-る大学での情報教育の実践

寺川佳代子 (常磐会学園大学国際コミュニケーション学部/京都大学大学院情報学研究科)e

喜多 ∵ (京都大学大学院情報学研究科/学術情報メディアセンター)

座最 :劫田藤由香里

;CTを悪用し]T=FEきシステムの構築

江本理恵 ｡後藤尚入 (岩手大学大学教育総合センター)

高専教育にお抄る教育改善 FD組織化の取り組み

小林秀招 ｡坪川武弘 ｡芳賀正和 ｡米田知晃 ｡斉藤 徹 ｡津田艮弘 ｡辻野和彦 ｡

小寺光雄 (福井工業高等専門学校創造教育開発センター)

葛CTを活潤したeラ-=ング教育手法に関する FD研修の試み

江本啓訓 ｡ 加 藤 由 香 里 ｡ 須 田 長 手 (東 京 農 工 大 学)

教員向けeラ-ニ ン9tコンテンツ 作 成 支 援 の あり方と今後の課題

-Techn･=<…〇gyPushからRe恥雨eme汀EPu日へ-
加藤由香里 ｡江木啓訓 ｡梅田倫弘 (東京農工大学)

魔最 :杉原窯晃

監会 場 :共208LL･遜

監会場 :共 BO2ヨ

牙-プン ｡キャンitoスの最適日-8月1円と11月3巨∃と一

菅野憲司 (千葉大学文学部)

女子大学にお量する学生の満足度要因の重要度に関する3次元的労析

星野敦子 ｡安達-寿 ｡若山院一部 e中尾茂子 ｡阿部 史 (十文字学園女子大学社会情報学部)

静岡県立大学国際関係学部生に見る ｢将来 や わ た し勺こ と が な し領｣ の 決 定 要 因 に つ い て

津富 宏 (静岡県立大学国際関係学部)

大学生による力uキュラムデザインー教養教育科目の選択と有 機 的 関 連 づ 抄 の 支 援 一

杉原莫晃 (山形大学高等教育研究企画センター)
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東田 勝介 (東京兼学大学総合教育研究センタ- ◎特使助教)

中原 浮 (東京大学東学絶食 教育研究センタ- ◎准教授)

匿司会遜田沼 薬奈 (メデ ィア教 育 開発センタ- ◎准教授)

･lL/-I:l工‥.≡_J:!･{::::-I.㌦~.,∴工 l'二･一.:Ll:;'!-.:=.:;量十･一:~~-l.t∴.::-t∴:一立 言:戻- -こt･､･､､･ ､一･｡･-･､･･､ ､-･-､､･ -ll:::,:･:I-::J十､二/;.L･;i

大山 泰宏 (京都大学大学院 教 育 学 研 究 科 ◎准教授)

監司会題大塚 雄健 (京 都大学高等教育研究開発推進センタ- ◎教授)

率教審藍学童課程教蘭 ｡ ■■■●●●○○●●●〇〇〇●○■○●●●●●■●○○●○○●○●●○●●●●●●

鈴木 敏之 (文部科学省高等教育局 ◎企画官)

匿司会遜田中 毎実 (京都大学高等教育研究開発推進センタ- ◎教授)

L::.･:･:.:-1!i∴11:㍉∴r了
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中西 長文 (三重大学教育学部/高等教育創造開発センタ- ◎准教授)

匿司会遜浦上 慎一 (京都大学高等教育研究開発推進センタ- ◎准教授)

---3451-･-

上 溝 こ‡圭江 上 ]



uベラル ◎ア-ツにお捗るl年次英語教育のあ堕方

一実社会を視野にAれた ｢由記代の気づき｣学習をめざし首- --｡----｡･--- 監会場:共313還

企 画 :金岡 正夫 (鹿児島大学教育センター)

話題提供 :金岡 正夫 (鹿児島大学教育センター)

指定討論 :渡辺 敦子 (国際基督教大学教養学部)

種村 完司 (鹿児島大学教育学部)

溝上 慎一 (京都大学高等教育研究開発推進センター)

司 会 :金岡 正夫 (鹿児島大学教育センター)

大学におgj'る英語多読授業の実践とその効果 --------･---------｡-･･監会場:共207LL遜

企 画 :神田みなみ (平成国際大学法学部)

山本 昭夫 (学習院高等科 ｡学習院大学外国語教育研究センター)

話題提供 :高瀬 敦子 (近畿大学法学部)

上田 敦子 (茨城大学大学教育センター)

山本 昭夫 (学習院高等科 ｡学習院大学外 国語教育研究センター)

神田みなみ (平成国際大学法学部)

司 会 :神田みなみ (平成国際大学法学部)

高等教育鹿討夕-若手教員の奮闘 ｡--------｡----------------｡匿会場:英3帽讃

企 画 :村上 正行 (京都外国語大学 マルチメデ ィア教育研究センター)

杉原 葉菜 (山形大学高等教育研究企画センター)

話題提供 :杉原 薬晃 (山形大学高等教育研究企画センター)

細川 和仁 (秋田大学教育推進総合センター)

尾滞 垂知 (大分大学高等教育開発センタ-)

松河 秀哉 (大阪大学大学教育実践センタ-)

指定討論 :田中 毎実 (京都大学高等教育研究開発推進センター)

司 会 :村上 正行 (京都外国語大学 マルチメデ ィア教育研究センター)

一･三/I.:‥'7I-



_脊索 =

学生支援の位置づけとその評価-認証評価 ｡GP｡FD- -------------｡監会場 :共3113

企 画 :青野 透 (金沢大学大学教育開発 ｡支援センター)

話題提供 :青野 透 (金沢大学大学教育開発 ｡支援センター)

早田 幸政 (金沢大学大学教育開発 ｡支援センター)

西山 宣昭 (金沢大学大学教育開発 ｡支援センター)

堀井 祐介 (金沢大学大学教育開発 ｡支援センター)

渡辺 達雄 (金沢大学大学教育開発 ｡支援センター)

指定討論 :小島佐恵子 (北里大学高等教育センター)

司 会 :青野 透 (金沢大学大学教育開発 ｡支援センター)

心理学者,FD研修への挑戦

企 画 :山田 剛史 (島根大学教育開発センター)

藤田 哲也 (法政大学文学部/FD推進センター)

話題提供 :神藤 貴昭 (徳島大学大学開放実践センタ←)

指定討論 :長清 文与 (久留米大学比較文化研究所)

藤田 哲也 (法政大学文学部/FD推進センター)

司 会 :山田 剛史 (島根大学教育開発センター)

巨会場 :其2描LLさ

学習者間インタラクションを通した批判的思考力と高次リテラシ-の育底 --｡----監会場 :共 BO2ヨ

企 画 :楠見 孝 (京都大学教育学研究科)

話題提供 :楠見 孝 (京都大学教育学研究科)

鈴木 宏昭 (青山学院大学文学部)

岩男 車実 (関東学院大学教職課程)

富田 英司 (九州大学入間環境学研究院)

司 会 :道田 泰司 (琉球大学教育学部)
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……………:･参加資格 大学教育関係者､もしくは大学教育に関心のある方｡

襲:･参加費用 発表論文集等の資料代として1,000円を当日受付にて申し受けます｡

垂･L参加申込の方法

次のいずれかの方法で､平成20年2月15日 (金)までに､お申し込みください｡

1.高等教育研究開発推進センターのHPの入力フォームから､オンラインで申し込む｡

2.下記のファクス用フォームを使用し､FAXにて申し込む｡

3.高等教育研究開発推進センターのHPより､FAX用フォーマットをダウンロー ドし､FAXにて申し込む｡

センターHP:http://www.highedu.kyoto-U.ac.jp

FAX宛 先 :京都大学高等教育研究開発推進センター FAX 075-753-6691

情報交換会について 初日 (3月26日)午後5時半より､百周年時計台記念館 ･2階国際交流ホールにて､

講師の先生方を囲んで情報交換会を開催いたします (会費5,000円)｡こちらも合わせて､お申し込みをお待

ちしております｡会費は当日､受付にてお支払いください｡

所 属

職 名

(ふりがな)氏 名

連絡先(自宅 .勤務先)

T

TEL

e-mail

備 考

情報交換会(5,000円) ⑳参 加 す る ⑳参 加 しな い
(注)キャンセルの方は､3月24日 (局)までにご連絡下さい○申し込みをされて当日お越しに
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地帯鉄鳥鬼線 ⑳今 盗用駅 よ を3

節

帯バス203系統 ｢銀閣寺道 ◎鍋林車庫｣行 ｢蘭欝遍｣滞寮

帝バス201系統 ｢宮野遍 ◎祇園｣行 ｢京大正門前｣帯革

阪急 ⑳河原野駅､京阪 ◎四条駅 よ を3

市3号ス3瑠系統 ｢熊野 ⑳岩倉｣行 ｢京大正門前｣滞革
帯バス20巧系統 ｢祇園 ◎嘗万遍｣行 ｢京東正門前｣帯革
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京阪 ◎塩野聯駅 よ を3

:-;

番バス20頂系統 ｢祇 園 ◎み ぶ .摘 膏 ｢京 尭 正門前｣帯革

晃は､乗馬徒歩約20昏

業lr=.:i欝無害L~;::'"I;_i∵無噂は+.ご達慮 ､∴:I:'r十･一｡


